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紀淡海峡における中央構造線活断層系の音波探査及びコアリング調査

The acoustic exploration and drilling project of the Median Tectonic Line active fault

system at the Kitan Straits
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本調査は、紀伊半島西方海域（紀淡海峡）に分布する中央構造線活断層系の連続性・活動性を明らかにするた
め、ソノプローブを用いた音波探査及びコアリングを実施したものである。

調査の結果、次のことが明らかになった。
（1）東北東－西南西走向に雁行配列する断層群が確認された。（2）断層群は総じて南側落ちで、垂直変位量は

最大8 mに達する。（3）音響記録から2回の地震イベントが読み取れる。（4）コア試料分析からも、断層活動によ
る2回の変位の急変層準が認定できた。

今後、14C年代値が得られ次第、イベント時期・最新イベント時期・活動周期といった活動履歴の検討を行なう。

中央構造線活断層系は、地質境界としての中央構造線に平行もしくは雁行して分布し、紀伊半島中部から四国
西部にかけて第四紀後半の明瞭な右横ずれ活動が認められる（Okada，1980）。

本調査は、紀伊半島西方海域（紀淡海峡）に分布する中央構造線活断層系の連続性・活動性を明らかにする
ため、音波探査及びコアリング調査を実施したものである。

音波探査は、ソノプローブS P－Ⅲ型（ワイドレンジ）を使用し、和歌山市河西公園沖から田倉崎沖約2 k mま
での範囲で実施した。音響断面記録の解析の結果、次のことが明らかになった。
（1）東北東－西南西走向に雁行配列する断層群が確認された。（2）断層群は総じて南側落ちで、垂直変位量は

最大8 mに達する。（3）断層面はほぼ垂直に延び、海底面下約4 mで上位の地層に覆われる。（4）音響基盤から海底
面までを沖積層と考えるとその層厚は約1 4 mで、反射パターンから8層に区分できる。（5）このうち、分布形態の
特徴から2層のイベント堆積物を認定した。（6）（5）より、本調査地では2回の地震イベントがあったと考えられ
る。

音波探査結果をもとに、断層を挟んだ2地点でコアリングを行なった。コアリング方法はS E Pからのボーリン
グ掘削とし、断層両側でそれぞれ1 5 mのコア試料を採取した。得られた試料は、沖積基底の砂礫層（河川相）か
ら内湾泥底相、砕屑性堆積物を挟んでさらに外浜相へと変遷し、音響記録からの層序区分と良く対応している。
コア試料の層相観察・粒度分析・帯磁率測定・微化石分析・S o f t - X線撮影・火山灰分析などの各種分析から、両コ
アの対比を行なった。これらの対比を通して、断層活動による2回の変位の急変層準を読み取ることができた。そ
れらの層準は沈降側のG L－6 . 1 m及び－1 1 . 0 m、隆起側のG L－4 . 7 m及び9 . 2 mで、音響記録で認定したイベント層準
と一致する。

2回のイベントで累積変位量が約8mであることから、1回の地震イベントによる変位量は約4mと見積もられる。
今後、1 4 C年代値が得られ次第、イベント時期・最新イベント時期・活動周期といった活動履歴の検討を行な

う。


